別添１－２
出雲公共職業安定所庁舎で使用する電気の調達に係る仕様書
	区　　分
	仕様内容

	需要場所等
	島根県出雲市塩冶有原町１－５９

	受電設備
	出雲公共職業安定所庁舎敷地内キュービクル（屋外）

	業種及び用途
	官公署（事務所）

	供給電気方式
	交流３相３線式

	標準電圧
	６,０００ボルト（受電電圧６,６００ボルト）

	標準周波数
	６０ヘルツ

	受電方式
	１回線受電

	契約電力
	３６キロワット（但し、各月の契約電力は、直近の最大需要電力とその前１１ヶ月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。）

	標準力率
	入札価格設定上の力率は１００％とすること。実際の取引においては、毎月の実測力率により調整可能とする。

	使用予定電力量
	５８，８８４キロワット時（月別使用予定電力量は別紙のとおり）

	契約期間
	令和７年４月１日０時～令和８年３月３１日２４時

	検針方法
	毎月訪問検針又は遠隔自動検針

	計量器
	供給者が設置すること。

	需給地点
	構内第一柱の気中開閉器の電源側接続点

	保安責任分界点
	需給地点に同じ

	財産分界点
	需給地点に同じ

	供給電気の種類等
	「RE100 TECHNICAL CRITERIA」の要件を満たす再生可能エネルギー電気を供給することとし、その電気は再エネ比率４０％とすること。
参照「RE100 TECHNICAL CRITERIA」の要件


	その他
	１．検針時に使用量を記載した任意の書式の検針表を、出雲公共職業安定所担当者に提出すること。

２．力率の変動、燃料費調整その他の要因による電気料金の調整及び再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法に基づく賦課金については、中国地域の一般電気事業者が定める特定規模需要標準供給条件によるものとする。

３．仕様書に定めの無い供給条件については、中国地域の一般電気事業者が定める特定規模需要標準供給条件を基に協議するものとする。

４．契約期間内の月別最大需要電力、使用電力、電気料金等各種データを発注者の求めに応じ文書により提出すること。

５．契約電力及び最大需要電力の単位は１キロワットとし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。

６．使用電力量の単位は１キロワット時とし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。

７．料金その他の計算における合計金額の単位は１円とし、その端数は小数点以下を切り捨てる。
８．供給する電力量に占める再生可能エネルギー電気の比率について確認できる資料を書面（様式自由）で半期ごとに提出することとする。


契約期間における月別使用予定電力量等
出雲公共職業安定所
１．月別使用予定電力・予定力率
	年　月分
	使用予定電力量

（ｋＷｈ）
	予定力率

（％）

	令和７年　４月分
	３，４７８
	１００

	５月分
	３，００８
	１００

	６月分
	４，６６６
	１００

	７月分
	７，０２２
	１００

	８月分
	７，８７９
	１００

	９月分
	５，６８９
	１００

	１０月分
	３，４９５
	１００

	１１月分
	３，６３７
	１００

	１２月分
	４，９６８
	１００

	令和８年　１月分
	５，３６０
	１００

	２月分
	５，０８３
	１００

	３月分
	４，５９９
	１００

	合　　計
	５８，８８４
	


※　使用予定電力量は、令和３年度から令和５年度各月分の使用電力量（電力会社請求月の前月使用分）の平均値を求め、１ｋＷｈ未満の端数は小数点以下第１位で四捨五入したものであり、実際の使用量を約するものではないこと。
２．最大需要電力実績（ｋＷ）
	月

年度
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	令和４年度
	18
	19
	42
	46
	50
	45
	39
	23
	30
	30
	29
	25

	令和５年度
	21
	17
	30
	42
	48
	37
	29
	22
	35
	36
	29
	27

	令和６年度
	13
	11
	20
	31
	30
	30
	21
	22
	
	
	
	


